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,我国除虫葡事情とその禎定制度

平位省三 (財団法人防虫科学研究折除虫菊部会) ･

1940年まで我国は米国I,こ捜し主要なる防虫菊輸出国

であったが第二次大枚の馬除虫菊の輸出は1941年に止

った｡1942年まで年航平均一万屯以上の乾花が生産さ

れ世界妨一重産額を虻持したのだが1943年余溢iLF惜'uq

化の馬牛淡しその後産鰍 ま減少を続け1949年には速に

約120O屯まで落ちた,然し哉後五年Elに念校事情.肥

料却情も漸く射るくなったので埼産に樹 ヒLl950年取

後初めて250屯の乾花が神戸より輸出された,未年(19

52年)Pは2300屯の生窪が期待されてゐる｡乾花の品照

に就ては昨年神戸よt)粒出されし屯花約5OO屯の6割
1･08 _以上はビレ719I/合丑1%以上であった｡日本に於け

I･07 る除虫菊の滑矧ま現在堤柴としてよりも家庭投出剤特

1･03 に蚊攻蚊否に鼓も多丑附貸されてゐる｡乾花の等級は

0.818 肉眼鑑定によ,り生産地に放て実施されて'bるがビレト

q･86 .)ソ合正とは必ずしも-一致してゐない｡輸出規格は出

0･95 林省輸出品検査所に放て示され同所が髄時絞出弘に於

0.98 .て昨年より敏査してゐる｡然し伺WTは段別として乾花

ク HigasbillO 3 0.85

Hiroshimaaverage Oj97

Ehime.Yuge_. 1 -･1.03

// - YL7ge 2~ 1.05

の有効成分の保証証明を発行しないので財団汲人防虫
科学研究所は高槻南京大化学研先取こ於で諜者の伐捌
により除虫菊乾花,エキス及除虫-菊製品の品質故淀及
輸出電花の輸出検定を実施してゐるO昨年粒Ltはれし

乾花の隻産地別分析成紙を別記英文の寂後の衣に示し

た○

AFotlrthDigestandListofPtlblications･ofBenzene.Eexachloride･ Masayuki
HAhIADA,Bolyu-Kagahu17,64(1952)

13. 丑HC 文 献 の 抄 ー汝 ,.lV*

餌･ⅠⅠⅠ集に引臥 ,て BHCの主として化学に由係

のある文献を抄鎖して節ⅠⅤ雑とする｡こ にゝ絹げる ~_
文献は1951年末迄に著者が既報文文は抄録を入手し得

よ BHC文献の砂絵.I.:防虫科学 ll,笥4-59

(1949) .

同 上. Ill.:同誌 13,62-6tl

q949)
一同 上.:ⅠⅠⅠ.: 同誌~15,118-121

~ (1951)

64

,浜 ､田.昌 之 ｡∵

t=-ものについて集録'Lた･.1.ヒ学園擁 (梢温 性甥.令
成,定立等)は入手し得た全文献を‡執ヂそのうち日ぼ

しいものを抄放し 生物関係(殺虫九 描性,･BtE･等)

については主野な文献のみを挙げることゝした.**

構温 性質;BHC関係物質の封紙 に閑しては大野

** 本文敵兵 (I-ⅠⅤ)に脱落している文献を御存

I:の御方は恐給ですが著者宛御一報あらば串笹と存

じます｡
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の来泊 (19･')0年llJ7宋迄)(147)があるので評,Wは省

略するが耶HIA以縁10余の研究が発苅されている｡

即ち rmC 希釈性作の卑作況冊こ関する研究は非役

も税けちれ小払'･RG(132)(134)はγ及び 8ilTTi･性作の

取出憤反応及びその洗物のJi純化庄応を詳細に検討LL
γ及び6別姓休の耶法を決･BL,'森野等 (127)は
TIIICタa･性休の双梯子能率からそれ等の立体配位を研

兜している｡これ等ゐ双梅子nE率については この外

JATI(̂R等 (85),･LUTII7m 等 (111),AIIBLTT等 (3),

Zi.ぴ LTFZD等(ユ08)によっても測定され併せてその立

作柄浩も諭ぜられている｡又大岩等~(148)(149)は更

に rlliC典性体の塩素化の研究を続け γ-BHCの構

池を円耽詔している｡又 Cot:TITm (35)はDIiC各

一期 肺 の塩素化により6転の h-eptachlProcycloher
又ar)e(C6176C17)を得之等の典性休の稲丑を研究して

いるb矧 こ駐近七は Ĉ HNĜEttT(25)は_benz,ene
よE)BHC に至る中間物質たる benzenctetrach- ー

loridc(Cr,HOh)の1異性体のI"P.鰍 こ成功している｡

･一方 VI.OTJW･くユ97)はX株解析による γ-rlHC の

結晶柄n･に関するm･究の許相を発表しC-Cl,C-.C

托即僻 ,原子価角を計井している｡又 NoTtW叩(144)

はⅩ一視解析によって e-I3HC の結晶捕逸を明かに ､
した｡P̂ sTEnNAK(152)は 8-mIC より得られる

pentachloroeycloh占Ⅹ-ene(C6IT5CI5)の結晶摘池を

研:究している｡先に benzellehexachlorideではな

いと発表され.た く-hexachlorocyclohexane(mp.

1459)は各方田 (63)(160)で研究が行ほれた結束,

1,1,2,4,6,51hexachlorocycloheL'aneであると結諭

された｡･

BHC の物理的陛矧 こ関する研究としては,BAc-

cARTmD̂ (8)による熔融状態にお6-る BHC のα,

β,γ･異性体中の超音按速匠及び断熱圧縮率の研究,t

NAut'畠等 (135)の BHC4タ長性休のラマ-/効果の
研究,及び ScmVABE等 (170)の BHC虫性体の相･

五倍m･性の研究がある｡ KoFl･7m は熱.g故銃を用いp

.て BHC異性体 てP,γ,8)の同質多晶像(96).及び2
成分系 (97)の研究を行っている｡又 VoRVODIN

(198)は担体の税額及び粒度の相異した BHC粉刑

の益気-Jj学的性抑 こついて研究している｡

次に化学的性灯としてはアルカ1)によるnHCiJTTi･性

休の分解に田するm兜がREんにTTほれてい る｡即ち -

pムー.I-E(12)は a,P,γ及び 8訳性休の吸収 速度及

び挺緬を,LuTIt況TI(ユlo)は分脈速度及びその産物を ･

研究し,ĴNELLI等(84)'ほγ二BHC のアルカ･)によ

る分脈迷肺 数を決定し 更にCRISTUT.等(37)はα,

P,γ及び E訳性作のアルカ1)による晩塩酸の供柿を

評細に研究している｡この外 RoN̂ NO(162)はriHC

鈴 】7軟

の根性糊 IflにおけるTrE.三相こよるib-I;(耽-t7ゲン)
を研兜し.申瓜等(130)もFii節,鉄等の企捕物とnHC

との反応を研兜している｡知 日7g･(190) は .γ-
nHCのみが cystein と反応し他の只杜仲は反応し

ない叫を売している｡

合成 :73IIC の合成の研究は国内国外共次節に陀ん
とな()その朝出方法,lR冠等に関して各地で如兜が弛

み数多くの特許が申訊 公1日･されて.いる｡羽‡文として
は,屯崎等 (88)-は蛍光燈を用いて合成する方法所謂

人工光根法に?tJtて詳細に研究し｢上田(193)は宇掛目

におけるBHC合成の際の班長の影響,光敦子生成率

や変化等について研究Lている｡叉M-7CLrDONI(119)
も47甲～2806Å の校長の光線照射による BHC合

滅法をのべている｡叉 B7.:'.Ⅰ6(10)も合成法についそ

研究し30-550で銀箔触媒を用いるとγー異性体が最
高収丑 13-5%で得られると云っている｡

次に合硬の特許巾琵守は稀めて多数にのぼり国内では

東和2咋 度のみで10余件ある｡25年圧には日本化成

(137)(138)が花立二TL符によるBHCの.S!凸方法を

印謂し 26年取こは先づ防虫科即でnTlm流下式現出法

(14)を･mlいて改良法.として城端を附 伴せしめたben-
zcne を光跡 こあてる方淡 く15)をtfl詣した｡旭同化
(5)は反応器･と拓庄水銀斑を兆にWl窃冷却水中に批hrit(

トて割出する方状酬 1郡ル 加聴(92)は背泡の吹込式

製造の際に托脳を印加する方法を捉案した｡臼盈化学

(142)は日動的な吹込式年拙 力準を提案した｡日本習
逮(141)は班諌…を benzcncに捌 史させたのち階段的

に配列した反応柚こ上って胡氾する方法を申請してい-

-る｡又洩辺(200)は舛皿(50)で3キT7サイクル前後の

市周汲TE流によt)起生される交番磁場で高EE水銀琵附

射下で凪志させる方法を発表した｡旭硝子(6)では城

素を吸牧させた bepzenreを発効の少い人工光綜鐙を

附した反応器中に掛 ?て製造する方法を申請 した｡

叉日本化成 (139)も盛素合有 ben云eneを光税を!!朋･T
しっ 硝ゝ子管内を通過せしめる方法を発衣している｡

ツルポアイ,工,コンパ主-(184)は Innzencを田

地化規諜等と配合した上-200位蛇に冷却しながら胡

洗する方法をlfl鞘した.同社(185)は亦T･め位相糊は

加的塩射 ヒを超させてbenzeneを抑制したのちBHC

を胡悲し不快臭の少いBIIC.を合成する方法を発末し
た｡一･万防虫科研(17)は光m 射下叉は照射なしで高

圧叉は高EE市周放牧昭によってシ体含丑の高い 血 C

-を製造する方法を発袈した｡一方国外においては米特

許ItL･CMoTt下Y(125)はアルカ1)法による合成の際に

30%の余地を搾加する方法を提案している｡叉GoNZTT

(68)は把挽反応を避ける招四賂化炭素の様な不･77;･性

浴剤を加へる都を考へ,無臭のものは純 benzeneに･

65
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/

耐誠のない状態で反応させるのがよいと云っている｡

叉水銀位相 オ下に温旺60で出発し反応が進行するに従･

って徐Juまlo迄袷称計る方法も提案してt:る(69)0

･叉彼は aJβ両央性体を結晶として除去Lながら反応

させる方法も碇案しているく70)｡又 K/4mm 等 (93)

は34-350でpropylene柑 こ石油クラッキングより得

た L汀OPyleneを少量加へて反応させる訪法を発表し

た0.-万Ko･･K̂(_98)によると紫外紘旧射下にS,Se･

･又は T,C.触媒を用いて合成するとγ典性体 14･9-

17.7% のものが得られると云う｡

＼ 炎柑許として DupIRT;(52)は水銀触媒を故実し 一

矢塩水堺液中に benzeneを乳弼させて反応せし好る

方法を述べている. KoNINKrJJK 工業会社 (100),

(101)は 5b～90% 相当丑の氷を投入してアィレカ.)の

,存在下に液体塩素を通人する方法を発表 L.てい る.

solvey&Ci6では benzeneの融点で反応を開始しr

次筋に -80迄冷却して y'R･性体で飽和せしめると

I-典の少い迎品が得られると云い (182),不朽性浴剤

(四塩化艶菜等)を混じて低温 (-200) で水銀鐙を照

ノ射して反応させている(183).HRRも.ANUS_は青色潔杓

子透過光松又は他の人工光弧に偽るか (81)′或は ch-

1oroform ゐ添加によって γ.虫性体倉並を柄加せし

めると云う(82)｡DICZ川ANN(48)､ほ直立硝子野中に

b?n.ztme(水乳滞液又は懸濁液) を入れて水銀鐙醐 才
･下に如来を流入する方法をとっているO又伊特許とし.

一て(178)少正の cyClohe立aneを添加し放校のi加変化

' 物よりなる触班を用いて紫外軸択'刻てに合成する方法
があるo

脱臭,拝製 :BHC は以上の技に粒々な方法で大

丑Rつ安価に合成声れるがその主として別成物に基凶

する特有な刺革具の籍使肘が限定される場合があるo

この刺戟臭の原因にらいては色々研究されてい るが

sc.'･m NG等 (166)はγ-hTeptachlムropyclohe'xan?

(mp.850)がその原因であると云っている｡

叉この様な刺戟臭を除去する方準として琴叩1菜迄

にあげたもの以外に下記のような方法が提案されてい

ろ.又炎の間超と何時に人間に河する主荘性等を考慮に

入1.Lた吻合,有効歳分 γ異姓休pみをl'I･idm .暇 する

のがki･も望ましく:純度99%以上の γ-13JICは特に

Lin望an予 と称されてLE･るが,その椛教法は現在各地
で旺んに研究されている｡

光づ KI.OSA(95)は原末を塩化アルミニ●ゥムと煮

湖 する恥 こより妙 琴 臭の製品を得ている｡米特許と
して NmzRR等 (136).ほ BliC 製造の際の ben-

zcnc･rlHC溶液を高湿表面(,160-2000)と短時間接触
せしめて均一な-#品を得ているO伊特許にはBHCと

呼止の1%排 旗受給含有50%配酸とを 100〇一で4-5-

時rill処也するか叉はアルデヒドglと処理する持製法

60

(176),●ー~クp)じスルホ./酸等のスルホL/化剤叉は氾絹

､酸と処理すも方法 (177),過倍化蹴破のような石塀駿

化刑を反応小文は反応後に加へる方法 (179).碗は不

朽性粉末で稀釈したのち墨気中の酸宗で酸化する方法

(181)等がある｡英特許には坤正文は鹿 の木精叉

は搾賄旨を加べて約製する方準 (23)があり,舶特許I=

は麦芽粉を加へて脱臭する方法 (99)がある{

副産物の利用 :BHC一指製法の研究が進むたっれ

て γ-BHC以外の BHC 無効成分の利用について各

万両で前党されでいるが加藤等は ､BHC_をア)Lカリ

分解して得たtrichlorobenzeneより各位の芳香扶ア

ミ､/祝を金成し (90),矧 こ2,3のナ7ト｣ル染料の

三 二 二 二三 二 :-;.:L-ill_:

松等(1)も亦 BrlC より得られるtrichloTOlふzene
について種々な研究を行っている｡叉El窪化学 (143)

は 13IIC より虹技 2,51dichlorophenolを亨irきる方法

の特許を印詣してCE:-ち.この外前述(130),(162)､の耽

塩酸にようて benzeneに還す方法もある｡ .

/定立法 :γ-BHC の定畠法については畠として従

来の赤外%'!スペクトル法,分配 ク｡マllグラフ払,ポ

-ラマグラフ法に関する新提案叉は改良に関するものI
である.先づ CUlll:LF;S(38),は γ-M Cの 2-5/Llこ
おける今超とや 虫ゝった吸収スペクトルを'77した｡叉

W mFPEN等 (205)は各只性体の定立に滋も越当な

吸収柑及びfrLf班を元している｡倉谷.(1叫)は hcpta･

及び octachlorocyclohexaム占 の光祐する切合の

BTiC各Si･性体の泣虫上のkeybopdを示し,L̂RN1-

vDさ唱(lO5)及び.PI.BLOT(157)漣 赤外か べク′ト
ル法による定立法を研究している｡一万分況ク.ロマt･

グラフ法については FUES等 (62)は R L̂IS[･:Y 等

の方法 (妨1m.352)に改良を加へ (動性満剤とし

で is.0.-octane)ICouT血 L(36)′ほ jlF･Pl･Ⅰ等の方汲

(節Ⅰ弧 1)を再検討している｡叉 GluNOl･:Zt呼

(7?)は水を不軌性溶剤として使用して BHCの分雑

定立を行っている｡

ポーラ｡グ5?.7法による定立法に関しては投も多＼く

のm･究が 発表されてお E). SclIWA71T;(168), 及び

,GRASS.(73)は酒相を溶媒 とす る定ilLJruAを提案し,

MoNMT･:R等 (123)は BHCEi･性帆 粗 itept.achl

lorocycloheAaneくらポーラpグラフを検討した上 γ-

IIHC の定故を示し 玉虫等(189)は I)DT,γ-L5HC,

の分灘定立法を発表している｡又 C.owl)7{等 (31)は

BIIC典性体のポーラ｡グラフ的研究によL)その表両

活性皮は γ,P,8,'&の収であるとしている｡打に

C_Imf:SZKY等 (29) も申鎗化合物 (硫酸証鈷)を問
位指京染として添加する γ7BHC の忠正仏を提案し
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ている｡文一[1瓜等 (131)は BHC中の hcptnchlo-

rocycl'01-cL･.1占Cの疋泣沈を発萌したo

LuTJll.:ri符(111)は･7マンスペクトル批lこよるIHIC

別他作の胤 汲 び分析を研兜しておら,D 7̂.m､巧.I(41)

＼は竹bri･仕付のT;,rLrt肺比の凸を利用して γgi･相 木の分流･

を知るm血争析淡を嘩 している｡RoTJt(163).は 1
拭柑こついて4班のタ占った粂作でアルカ9分解して y

gi･他作をLjE立する7m三を虹案している｡ATtCFNrl:AU･TE

(4)は前渡度 (90-100%)の γ-BHC の純姥を.gI

級銃を用いる融点時下の測定によって定盤した｡叉

Toops等 (1叫 は純 γ-BHt b凝固点を 112･680'-

と剖躍 し Lindaneの純度の定量法として凝固点測､-
LL!法を捉案している｡更に FR.̂WL罰Y琴 (6Q)は牛

乳巾の BIICを分析する巧,′先づtTiclllorol)enzene

に分解したのち.=のものの柴外税吸収分析で測定して.

いる｡

生物:こ及ぼす髭甲 :各地で貯栽害虫に及ぼす影轡

についてWr･兜されているが(54),そのうちど-ル頓近

川大変,変芽等に用いても何らW,･影響がない印が碓め

られ(115),中品等は BHCによる窟象の防除に関す

る研究 (133),及びその実地試験の結果(128)を轍貯

してい声O鮫肌 こついてはポウ7ラに対して CTT̂lYG

(28),W ŝTCKY等(199)那,成虫に対してはWJT̂RI

TOǸ等 (203)(204).SMhT等 (173),IlADA､VAY

(76)等が研究を発表している｡

イエJ(ェに対する試験も多いが,PrMTNTm等(155)

は牛小足のイエ.,くェの駆除を,M R̂CIf.等 (117)は

IDDTに対して抵抗性のあるイエバェに対する BHC

その他の薬剤の作用を研究した｡又 GAⅠIAh･等(64)に

よればBHCに抵抗性のあるイ工,.'土が山現し雄の万
がその粒質が大きいと云っている｡叉 γ-13HC に抵

抗性のあるダニもLu現 したと云はれも (206)｡ 叉

K払TT.下(94)はriHC,DDT等のイエ'Jl'ェに及ぼす作

用速度たっいて論じ･ている̀｡Pr7mOU(154)は Cello-J
idin中にγ-BHC,DDTの結晶院を作ってS,ヨウ.ジ

ヨサバェに対する試験を行った｡叉沢田等 (77)紘

･hepta一及び octachlorocyclohexane各R･性休のイ

土'(ェに対する試験を行ったが何れも的ど効力を永さ
'なかった｡

pAL(lらl)は DDT とBlICを況用すると兆力効

兜を元ナと云っている｡次にコオt7ギImに対 しては ●

coNST̂NiiN(33),Jov'･:R等 (86)が附兜しており,

]'キナ1)珊 こ札しては GTt̂YSON (74). PrQUfl･TT等

く150)の発芽!がある｡又白蟻に対してはMALLAll̂IRF･

苛(114),F∬yl.̂tJD(55),WoLCOTT (207)の研究 ･

がある｡ 史に緬羊及び牛の荘打i殺虫剤として BHC
が拭駿されている (34)(145)､く208)o

矧こ益虫に対する影響として蜜蜂に対してはγ･BIiC

は DDT よE)も可成F)ラ.')'性が弘いと云はれる ー(2)

(201)(202)｡叉か即liに対する･7-73HC の影留も冨朝灸

さiL3いる (112)｡′

rlHC の細田顎に対するE3,轡も研究され (194),
RTZ･:}rSC[TNFrbT:R(159)は I3HC5異性体の酵母,

卸偶数に対する作用を研究し,F丘01-AGEOT(61)は

梓状筒に対する SlBHC の作用につい七研究してい｢
るが,上組こ細菌矧 こ対する影響は 8lriHCーが最も
弧いO

攻に駆虫剤として馬の姻虫に対して BHC が有効

である和 ;GRARvE等 (75)･●ScZIy7VDR議 等 (107)
(167)に依って砥められた｡叉官畜繋虫駆除用として

BHCを使用する場合,摘草等を BHC 合有液に浸

抗すると脂肪中に諮抗され (24),Lindaneを噴霧す

るとTlilklPに故山されるが臭は現ほれないと云う
(32)｡
I3HCの不快臭の剛湖につい七も御 也で和々m･究さ

れているが,旺語にした均分.t!5鈴掛まれ16'炎がつきや

すく人勘 堀 もつきにくいと云はれる(711｡印沌桃そ

の他の瓜実,野菜問を附 .'ilこした轍鮒;･野郎TIでも粗斑
晶t同班不快臭が残ると云う(20)(46)(174)(175).

特に収Eだ拡前轍和した瑚糾 El三しい.叉-I)ガネム5'

駆除のさ,Tは純 γ-BEIC を月iいないと.tr3鈴瓢 1･アト

恥 不快如 由 る (30)(126).(lGl)(192)｡3{mIC

を撒布したクワ丁バーを先べたLriの孔は不快如 ;弧よ

れると云う(87)｡ ′

拒物に及ぼすEft.qtしては柾々の陥物の発1J成長に
対する影響がm･兜され(dfJ),タバコの場合につt､ては

他の野 陀 )･畔 検討されている(7).T?oxF･Y好 {'1)

は 8-IMC の純物成r{及び細胞分矧 こ及ぼす影響を

wr･兜し,D'AMTO(44)は γ-T3IIC 粥液に浸漬す

ると染色体の改質を招くと云っている｡この外甘蕪の

発芽(47),濃項の若芽 (83)には γ-BHC ;-管通彩

響を及ぼさないが,,,)解物の tricrhlorPbedze,､e(拷

に 1,2,4-trichlorobenzene)は発芽をm止すると云

うら叉土壌中に施された I)DT,BHCは植物に吸収

されて昆虫に対し詩性を示すとも云う(103)｡

I3IICの市等動物に及(ますEi門も秘めて窮要な問題
で布地で研兜が弛められているO犬(9)(58),良.辛

ルモット(26).兎(26)(58).白鼠(58),伝(与8)等に

対する和JJiが示されている｡

'又鼠に対す右α'〝'Y炎性体の慢性撃墜のDDT与
の比較 (5.7), γ-BHLt の稀釈差による慣性中毒ゐ菖

(66),'γ-BHC.による犬の慢性中毒の野の′Jこ肪の異常

蓄按の組弄劉ヒ学的郎党し67),及びその腎践中の脂肪苛

秩(4O).肝臓等人のリポイドの蓄積 (39)等に関する

研究がある｡叉 DAVIDOW等 (45)は BHC異性体

Lの凪 犬等の紅蘭への分散,蓄私 排出等について研
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兜している｡ 主の外 rlHC の押窟作用に及ぼす影響

(78),′脳没に及ぼす影響(195),･脳の酸素吸収に及ぼ

す駐留(113),見常細胞分% ･/sa常成長等 (102).につ

いて折兜されている-0,

-万 γ-BIiC ゐ生理作用の扱鞘が研究されており

(186)inositolとの詔係についても種々研究されて

'いる｡即ち各異性体の詔性は inositolによって影響

を受けない朝が示され(50)(63).一γ及び ∂典性件に

よってひき軍こされるコルヒチy異常細胞分裂とこれ

に対する 〝,ヂSO-inositolその他の担止作用について

研究_されている(27)(42)(43)｡

-~次に BIiC製造の際に起る軽々の塵理由障活が考

で＼ちれ,benzene中野 こよる貧血症があげられておi)

(65),土の外 BHC.による皮膚病 (59),粘膜刺戟等ー

(ll)が示されている.
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